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文
化
財
で
見
る
松
島
の
歴
史

新
規
寄
贈
資
料
の
ご
紹
介
３　

蓑

 　 　

　

２
月
に
幡
谷
在
住
の
櫻
井
一　

さ
ん
か
ら
蓑
一
点
の
寄
贈
を
受
け
ま
し
た
（
左
写
真
）。
材
料

は
稲
わ
ら
で
、
手
作
業
で
編
み
込
ん
で
作
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
所
有
し
て
い
た
方
へ
の
聞
き
取

り
か
ら
、
製
作
年
代
は
少
な
く
と
も
昭
和
初
期
ま
で
遡
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
当
町
で
は
他
に

５
点
の
蓑
を
所
蔵
し
て
い
ま
す
が
本
資
料
は
特
に
保
存
状
態
が
良
く
、
作
成
技
法
等
を
知
る
上

で
貴
重
な
資
料
で
す
。

　

蓑
は
日
本
古
来
の
外
套
の
一
種
で
、
昭
和
に
至
る
ま
で
作
業
着
や
雨
具
と
し
て
広
く
民
間
で

用
い
ら
れ
ま
し
た
。
起
源
は
古
く
、『
日
本
書
紀
』
や
『
万
葉
集
』
に
も
記
載
が
み
ら
れ
ま
す
。

材
料
に
は
稲
わ
ら
を
始
め
、
茅
や
樹
皮
、
海
藻
な
ど
身
近
な
植
物
素
材
が
使
わ
れ
ま
し
た
。
当

町
の
所
蔵
資
料
の
中
に
も
海
藻
で
作
ら
れ
た
も
の
が
あ
り
ま
す
。
当
該
資
料
は
磯
崎
で
収
集
さ

れ
た
も
の
で
、
町
内
で
も
海
側
と
内
陸
部
で
違
い
が
あ
る
こ
と
が
見
て
取
れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
民
俗
資
料
は
暮
ら
し
に
密
着
し
た
も
の
で
あ
り
、
収
集
・
比
較
す
る
こ
と
で
地
域

の
特
色
が
分
か
っ
た
り
、
文
書
に
は
残
ら
な
い
人
々
の
歴
史
を
明
ら
か
に
し
た
り
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
今
後
も
民
具
や
地
域
の
民
俗
に
関
す
る
情
報
が
あ
れ
ば
ぜ
ひ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
資
料
の
来
歴
（
い
つ
ご
ろ
の
も
の
か
・
ど
の
よ
う
に
入
手
し
た
か 
な
ど
）
や
使
い
方
、

作
り
方
な
ど
も
重
要
な
情
報
で
す
の
で
、
寄
贈
・
寄
託
の
際
に
は
聞
き
取
り
調
査
へ
の
御
協
力

も
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
学
芸
員　

米
城
）

が
い
と
う

か
や

み
の
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瑞
巌
寺
杉
道
市
を
開
催
し
ま
す

　

瑞
巌
寺
参
道
で
、
政
宗
公
の
祥
月
命
日
・
延
命
地

蔵
の
縁
日
で
あ
る
毎
月
24
日
の
直
近
の
日
曜
日
に
開

催
す
る
手
づ
く
り
市
で
す
。
県
内
の
乾
物
・
野
菜
の

生
産
者
や
雑
貨
制
作
者
を
中
心
に
10
数
店
舗
出
店
し

て
い
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に
つ
い
て
は
公
式
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
日　

時　

４
月
23
日
㊐ 

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

●
場　

所　

瑞
巌
寺
前
道
路

●
そ
の
他　

詳
細
は
公
式
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
ペ
ー
ジ

　
　
　
　
　

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

さ
ん
ど
う
い
ち

「
瑞
巌
寺
書
道
展
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

　

２
月
18
日
か
ら
３
月
５
日
ま
で
の
間
、
瑞
巌
寺
本

堂
を
会
場
に
瑞
巌
寺
書
道
展
が
開
催
さ
れ
、
近
隣
市

町
の
子
ど
も
達
が
書
い
た
作
品
４
８
０
点
が
展
示
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
２
月
19
日
に
は
優
秀
作
品
に
対
す
る
表
彰

式
も
瑞
巌
寺
の
大
書
院
で
行
わ
れ
、
６
歳
か
ら
12
歳

ま
で
の
計
18
名
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

本
イ
ベ
ン
ト
は
、
書
道
を
通
し
て
子
ど
も
達
の
落

ち
着
い
た
心
と
健
や
か
な
成
長
の
一
助
と
な
る
こ
と

を
目
的
に
開
催
し
て
お
り
、
昨
年
に
引
き
続
き
２
回

目
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
奮
闘
中
！

　

２
月
12
日
、
松
五
小
子
ど
も
会
の
「
６
年
生
を
送

る
会
」
に
参
加
し
、
中
２
メ
ン
バ
ー
を
中
心
に
運
営

し
ま
し
た
。
緊
張
し
な
が
ら
の
進
行
で
し
た
が
、
参

加
し
た
児
童
の
み
な
さ
ん
は
学
年
を
越
え
て
楽
し
ん

で
く
れ
た
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、
同
26
日
の
松
っ
子
ま
つ
り
で
は
、
の
べ
１

２
８
人
の
未
就
学
児
・
小
学
生
と
身
体
を
動
か
す

ゲ
ー
ム
や
手
遊
び
で
交
流
し
ま
し
た
。
中
に
は
、
何

度
も
ブ
ー
ス
に
来
て
く
れ
る
リ
ピ
ー
タ
ー
の
姿
も
。

中
１
メ
ン
バ
ー
も
先
輩
た
ち
に
助
け
て
も
ら
い
な
が

ら
ゲ
ー
ム
の
ル
ー
ル
説
明
に
挑
戦
す
る
な
ど
、
１
年

間
の
成
長
が
見
ら
れ
た
活
動
と
な
り
ま
し
た
！

相談先
教育委員会　生涯学習班
電話　３５４‐５７１４
Mail　bunkazai@town.matsushima.
　　　miyagi.jp

▲瑞巌寺本堂に
　展示された作品

▶
松
っ
子
ま
つ
り
で
は
、
各
回
た
く
さ
ん
の

　

子
供
た
ち
と
触
れ
あ
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
！
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３
月
敬
老
祝
金
贈
呈
者

（
敬
称
略
）

米
寿
お
め
で
と
う

◆
内　

海　

み
き
子　

（
根
廻
）　

◆
森　

竹　

洋　

子　

（
高
城
）

◆
櫻　

井　

泰　

子　

（
手
樽
）

◆
大　

渕　

ハ
ナ
子　

（
幡
谷
）

◆
大　

山　
　
　

堯　

（
磯
崎
）

◆
小　

幡　
　
　

江　

（
根
廻
）

◆
佐　

藤　

良　

五　

（
本
郷
）

◆
蓬　

田　

豊　

治　

（
本
郷
）

◆
尾　

形　

す
げ
子　

（
松
島
）

◆
櫻　

井　

カ
チ
子　

（
幡
谷
）

◆
大　

山　

ト
ミ
ヱ　

（
磯
崎
）

◆
松　

岡　
　
　

實　

（
本
郷
）

◆
稲　

林　
　
　

渡　

（
磯
崎
）

白
寿
お
め
で
と
う

◆
髙　

橋　

み
つ
の　

（
松
島
）

◆
川　

上　

き
よ
子　

（
高
城
）

※
祝
金
贈
呈
対
象
者
は
米
寿
は
町
内
在
住

　

５
年
以
上
、
白
寿
は
町
内
在
住
10
年
以

　

上
の
方
で
、
誕
生
月
の
初
日
に
松
島
町

　

住
民
と
し
て
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ

　

れ
て
い
る
方
と
な
り
ま
す
。

●
そ
の
他　

雨
天
、
警
報
発
令
時
は
中
止
。

●
連
絡
先　

土
井　

☎
３
５
３
‐
２
１
１
７

※
初
め
て
参
加
さ
れ
る
方
は
、
必
ず
事
前
に
お
問

　

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

松
島
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
会
か
ら
の

お
知
ら
せ
！

①
榴
岡
公
園
お
花
見
・
榴
岡
天
満
宮
参
拝

　

日　
　

時
：
４
月
４
日
㊋

　
　
　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時
45
分

　

集
合
場
所
：
J
R
高
城
町
駅

　

コ 

ー 

ス
：
J
R
高
城
町
駅
〜
仙
台
駅
〜
藤
村

　
　
　
　
　
　

碑
〜
榴
岡
天
満
宮
〜
お
花
見
・

　
　
　
　
　
　

昼
食
〜
民
族
資
料
館
見
学
〜
J
R

　
　
　
　
　
　

榴
ヶ
岡
駅
〜
J
R
高
城
町
駅

　

経　
　

費
：
１
，０
０
０
円
程
度

　
　
　
　
　

  

（
交
通
費
・
資
料
館
見
学
料
）

②
西
行
戻
し
の
松
公
園
お
花
見
・
昼
食
会

　

日　
　

時
：
４
月
12
日
㊌

　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
2
時

　

集
合
場
所
：
三
十
刈
駐
車
場

　

コ 

ー 

ス
：
三
十
刈
駐
車
場
〜
西
行
戻
し
の
松

　
　
　
　
　
　

公
園
〜
三
十
刈
駐
車
場

　

※
歩
か
な
い
方
は
午
前
11
時
に
西
行
戻
し
の
松

　
　

公
園
駐
車
場
で
合
流
し
て
く
だ
さ
い
。

③
高
城
川
お
花
見
・
八
幡
神
社

　

日　
　

時
：
４
月
20
日
㊍

　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
前
12
時
30
分

　

集
合
場
所
：
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

コ 

ー 

ス
：
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
〜
明
治
潜
穴

　
　
　
　
　
　

駐
車
場
〜
高
城
川
お
花
見
・
八
幡

　
　
　
　
　
　

神
社
〜
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

④
浦
戸
菜
の
花
巡
り
・
朴
島
・
寒
風
沢
島

　

日　
　

時
：
４
月
28
日
㊎

　
　
　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

　

集
合
場
所
：
松
島
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
集
合 

　

コ 

ー 

ス
：
松
島
観
光
桟
橋
〜
朴
島
菜
の
花
巡

　
　
　
　
　
　

り
〜
渡
船
〜
寒
風
沢
島
巡
り
・

　
　
　
　
　
　

昼
食
〜
松
島
観
光
桟
橋

　

経 　

 

費
：
2
，0
0
0
円
程
度
（
交
通
費
）

　

そ 

の 

他
：
昼
食
持
参

＜ 梅としらすのいなり寿司 ＞

　健康になるためのヒントやおいしく食べるコツを学んで、食生活改善推進員（ヘルスメイト）とし
て町の食育を推進しましょう！詳しくは、下記までお問合せください。
●活動内容　定例会（毎月第４金曜日）、地域での食育活動など
●会　　費　２,０００円（１年分）　●問合先　健康長寿課健康づくり班　☎３５５-０７０３

　春にぴったりなさわやかないなり寿司です。
　お花見やピクニックのお供にいかがでしょうか？

（作り方）
①大葉は軸をとり、せん切りにする。梅干しは種を
　除いてたたく。
②ボウルにごはんと寿司酢を入れ、しゃもじで切るように混ぜ合わせたらあら熱を取る。
③あら熱が取れたら、たたいた梅干し、釜揚げしらすを加え混ぜ合わせる。白いりごまを加え全体に
　混ぜ合わせる。
④いなり寿司の皮に③を詰める。皿に盛り付け、①の大葉をのせたらできあがり。

（一人あたり）
エネルギー：４０８kcal
塩分相当量：      １.６ｇ

～ヘルスメイトとして一緒に活動しませんか？～

【材料（１人分）】

ごはん・・・・・・・・・・１５０g

すし酢・・・・・・・・・・小さじ１

梅干し・・・・・・・・・・１／２個

釜揚げしらす・・・・・・・・２０g

白いりごま・・・・・・・・小さじ１

いなり寿司の皮（市販）・・・・３枚

大　葉・・・・・・・・・・・・１枚

ほ
お
じ
ま

さ
ぶ
さ
わ
じ
ま


